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要         旨 

本論文は、１７世紀に活躍した仮名草子作者、山雲子（坂内直頼）の著作につ 
いて、その文学史的意義を論じたものである。山雲子は従来、『山州名跡志』

『書札初心抄』のような啓蒙作の作者として知られていたが、近年になり『好

色訓蒙図彙』『好色貝合』『人倫糸屑』といった好色本の作者でもあることが明

らかになった。申請者はそれを踏まえ、さらに『列女伝』的女訓ものと遊女伝

とを合体させた趣向で注目されてきた『名女情比』（延宝九年 1681 刊）、また好

色指南本である『好色袖鑑』（天和二年 1682 刊）、男色を論ずる『男色十寸鏡』

（貞享四年 1687 刊）も署名や文章表現の特色の一致から、山雲子作と推定し

た。また、遊女評判記に属する一連の作品『都風俗鑑』（延宝八年 1681 刊）・

『朱雀遠目鏡』『朱雀諸分鑑』（翌九年刊）も山雲子作であろうと論じた。 
これらの指摘により、山雲子が好色本・遊女評判記の方面にも多くの著作を有 

していたことが明らかになった。そして、その内容は単なる遊女買いの手練手

管ではなく、男女間の関係が「情」の深さを規準となすべきことを主張するも

のであることに申請者は注目した（以上第一編）。 
続いてその「情」はどのようなものであるかについて、『名女情比』について 
詳細に検討、所収説話の典拠作品との比較から、見返りを求めない一途な愛情

が強調されていることを示した。また、一見全く別種の作品と見える、和歌入

門書『和歌詞林抄』、前掲『好色袖鑑』が『名女情比』と共通する「情」を宣揚

することを明らかにし、山雲子の主張がジャンルを超えたものもであることを

指摘した。「人情」は近世文学の重要なキーワードであるが、山雲子のこうした

「情」への姿勢は、井原西鶴の浮世草子の好色物へ連なるものであり、同時代

の作者として相互に影響を与え合う存在であったことを、両者の作品刊行の状

況から論じた（以上第二編）。 
 審査委員会は二度開かれ、近世前期の「情」論の形成過程とその中での山雲

子の位置について一層明瞭に論ずべきであること、叙述にこなれない部分が少

なくないこと、資料として掲げられた翻刻に誤りの多いことなどが指摘された

が、申請者はそれらについて誠実に対応し改稿した。公開発表会においては、

全体を要領よく説明する点で不備があったが、質問を受けて補足を加え、納得

を得た。以上により、本論文は博士（人文科学）、Ph.D.in Japanese 
Literature の学位にふさわしいものであるとの結論に達した。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 



 


